
祝　白寿　おめでとうございます
村上 ヲトさん（厳原町）大正3年10月5日生まれ
　99歳を迎えられた村上さんに市から褒状とお祝い金が贈ら
れました。これからも長生きしてください。

繋ごう！ふるさとの心
　10月20日、対馬市公会堂で「第35回長崎県子ども会伝承芸能
大会」が行われ、市内から佐須中学校・西部中学校・対馬愛鼓連・
鶏鳴小学校が参加。地域に残る伝統芸能を披露しました。

戦没者の御霊に
　10月25日、豊玉総合運動公園体育館で「平成25年度対馬市
戦没者追悼式」が行われました。参列者は、対馬出身千四百余
名の英霊に、恒久平和と郷土対馬の繁栄を誓いました。

国境の風に乗って
　10月12～13日、上県町千俵蒔山を舞台に「第11回パラグライ
ディング対馬大会」が開催され、島内外から集まったフライヤー
達は心地よさそうに対馬の秋の空中散歩を楽しみました。

「繋ぐ」をキーワードに　アートの祭典、開幕
　10月5日、今年で3回目の開催となる「対馬アートファンタジア2013」が開幕
しました。旧対馬藩宗家菩提寺：万松院で「万松院まつり」と併せてオープニング
セレモニーが行われ、崔栄徳さんの韓国伝統楽器演奏で幕を開けました。

重い･･･、でも「がんばらんば！」
　10月6日、厳原中学校体育館で「パワーリフティング九州大会」が開
催されました。対馬市では来年開催される「長崎がんばらんば国体」
で、同競技がデモンストレーション種目として開催されます。

走れ！対馬の宝
　秋の風物詩となった「対馬初午祭」が、10月20日、上県町
の目保呂ダム馬事公園で開催され、来場者は対州馬による
レース「馬とばせ」や乗馬体験などを楽しみました。
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みんなの思いを襷に込めて　

対馬んこつなら　なんでん分かる♪

「よりあい処つしま」11月22日オープン

2

○大会結果（敬称略）

優　勝

準優勝
３　位

豊　玉
学校名 記　録

1:07'13

1:07'37
1:08'16

厳　原
西　部

1区
2区
3区
4区
5区
6区

学校名 氏　名 記 録
12'56
  9'27
区間新

  10'14
  10'05
9'56
13'43

西　部
厳　原
雞　知
豊　玉
豊　玉
西　部

永 留 瑞 樹
田 邊 　 俊
満 井 貴 弘
大 島 卓 真
築 城 桂 助
早田幸太郎

総合の部

○躍進賞　浅海（短縮記録　5'22）
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○躍進賞　佐須奈（短縮記録　2'24）

 区間賞

阿比留　魁　島田　享弥
梅野　真平　大島　卓真
築城　桂助　巻澤　海斗
　

栗屋里緒奈　奥村　　渚
佐伯　菜緒　日高　璃子
藤　　美凪

　10月4日、峰町総合運動公園で対馬市中学校体育大会駅伝競技が行われました。仲間との
絆・勝利への思いを襷に込めた力走に、沿道から温かい声援が送られました。
　男女それぞれ上位2校は、長崎市で開催される県大会に出場します。

たすき

対馬市福岡事務所　☎092（481）6411問い合わせ福岡市博多区博多駅前2丁目12-26住　所

　対馬の新たな情報発信基地となる「よりあい処つしま」が11月22日、いよいよオープンし
ます。上県町佐護から130年を超える「古民家」を移築し、博多駅前のオフィス街に「木のぬ
くもりの“異空間”」が出現。
　「観光情報」の提供や「特産品」の
販売はもちろん「郷土料理」も味わえ
ます。食材はもちろん、テーブル・イ
スやお品書きの紙も「対馬産」。
　福岡市近郊にお住まいのご親族や、
お知り合いに声をかけていただくとと
もに、近くにお越しの際はぜひお立ち
寄りください。



農林振興課からのお知らせ

農林水産部　農林振興課内　宮中献穀事業対馬市奉賛会事務局　☎0920（53）6111問い合わせ

　平成25年度新嘗祭の「宮中献穀米」に選定された厳原町豆酘地区の「赤米」。対馬からは昭和12年に
佐須村の米・雞知村の粟を献上以来、76年ぶりの献上となりました。
　5月14日の「播種祭」、6月9日の「御田植祭」、8月6日の「青田祭」など数々の行事を行い、10月
14日、稲刈りにあたる「抜穂祭」で無事収穫を終えました。

　10月30日、主藤さんご夫妻と宮中献穀事業対馬市奉賛会会長である財部市長が皇居に参内し、献納
式で無事献穀を終えました。

　市民の皆様には、物心両面にわたるご理解とご協力をいただきました。心から感謝申し上げます。

　※「赤米」は、広報つしま７月号で「千年の歴史を受け継ぐ～感謝と絆でつなぐ赤米神事」としてご紹介しています。

76年ぶりの大役
「宮中献穀米」を無事献納しました

献穀田での作業を手伝う
豆酘小学校の児童たち

宮中献穀事業奉賛金へのご協力ありがとうございました

奉賛金受領合計額　　1,965,985円（11月5日現在）

にいなめさい

お た う え さ い あ お た さ い

さんだい

は し ゅ さ い

ぬ い ぼ さ い

稲刈り作業を行う生産者：主藤公敏さん紀佐子さんご夫妻 赤米諮問大使の相川七瀬さんも
駆けつけました
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